
     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

白馬村出身の花岡寿哉選手（東海大学）が箱根駅伝に出場しました
1月2日（金曜日）、3日（土曜日）に開催された第102回東京箱根間往復大学駅伝競走
に白馬村出身の花岡寿哉選手が出場しました。花岡選手は東海大学の駅伝チームの主将
を務め、『花の2区』を力走しました。各校のエースや、外国人留学生が多数エントリー
するプレッシャーのかかる区間を最後まで全力で走り切り、襷をつなぐ姿は多くの人に
感動を与えてくれる素晴らしい走りでした。
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謹 賀 新 年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
白
馬
村
の
行
政
各
般
に
わ
た
り
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、10
年
ぶ
り
の
大

雪
か
ら
始
ま
り
、
夏
場
の
猛
暑
、
全
国
的
な
ク
マ
の

出
没
な
ど
、
自
然
環
境
の
変
化
を
強
く
感
じ
る
１
年

と
な
り
ま
し
た
。
白
馬
村
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支

援
施
設
整
備
事
業
や
公
共
施
設
へ
の
屋
根
一
体
型
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
工
事
、
地
域
通
貨「
ア
ル
プ
ス

P
a
y
」等
の
事
業
に
新
た
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
針
を
定
め
る「
第
6
次
総
合
計
画
」
と
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
理
念
や
目
標

像
、戦
略
等
を
定
め
る「
観
光
地
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」の

策
定
に
取
り
組
ん
だ
1
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

国
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら
、
観
光
地
や
移
住
先

と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た

く
感
じ
る
一
方
で
、
言
語
や
文
化
等
が
異
な
る
人
々

が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
村

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
懇
談
会
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

審
議
会
等
で
お
聴
き
し
た
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

第
6
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
を「
共
に
生
き
、豊
か

さ
を
育
む 

– 

支
え
合
い
と
幸
せ
が
め
ぐ
る 

B
e
s
t 

L
i
v
i
n
g   

V
i
l
l
a
g
e
」
と
定
め
ま
し

た
。
白
馬
村
の
財
産
で
あ
る「
自
然
」と「
人
」と
共
に

生
き
る
こ
と
、自
然
の
豊
か
さ
、心
の
豊
か
さ
、社
会

的
・
経
済
的
な
豊
か
さ
を
育
む
こ
と
を
行
動
指
針
と

し
て
、
多
様
な
人
々
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
こ
と
で

幸
せ
が
循
環
す
る「
住
み
続
け
た
い
村
」を
将
来
像
に

掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
、観
光
地
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
も
、
住
民
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
観
光

振
興
や
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守

り
育
ん
で
い
く
方
針
を
掲
げ
る
形
で
協
議
・
検
討
し

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、社
会
の
変
化
が

速
く
大
き
い
時
代
を
迎
え
る
中
で
、「
暮
ら
し
や
す
さ
」

と「
村
民
の
幸
せ
」を
第
一
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
に
目
を
向
け
ま
す
と
、2
月
に
は
ミ
ラ
ノ
・
コ

ル
テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
渡
部
暁
斗
・
善
斗
選
手
や
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
近
藤
心
音
選
手
の
出
場
・
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
3
大
会
連
続
で
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
い
る
渡
部
暁
斗
選
手
は
、
今
季
で
引
退

を
表
明
し
て
お
り
、
最
後
の
勇
姿
を
村
民
み
ん
な
で

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

ま
た
、
神
城
村
と
北
城
村
の
合
併
に
よ
り
白
馬
村

が
誕
生
し
て
か
ら
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
先
人
が
築

い
て
き
た
白
馬
村
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
良
い
形
で
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、
村
一
丸
と
な
っ
て
豊
か

な
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、幸
多
き
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

白
馬
村
長　

丸
山 

俊
郎
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謹 賀 新 年
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
４
月
に
白
馬
村
議
会
議
員
選
挙
が
執

行
さ
れ
、
平
成
25
年
以
来
12
年
ぶ
り
の
無
投
票
と
な

り
、
当
選
者
11
名
と
い
う
白
馬
村
史
上
初
め
て
の
定

員
割
れ
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
な
議

員
の
な
り
手
不
足
の
問
題
が
白
馬
村
で
も
現
実
と

な
っ
た
形
で
す
が
、
村
民
の
皆
様
の
政
治
に
対
す
る

厳
し
い
目
を
感
じ
る
結
果
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
た
な
議
会
体
制
は
、新
人
が
６
名
、元
職
が
１
名
、

前
職
が
４
名
と
い
う
全
く
新
し
い
体
制
と
な
り
、各
々

が
ま
だ
満
足
の
で
き
る
結
果
を
出
せ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、行
政
と
共
に
課
題
解
決
の
両
輪
と
し
て
、村
民
の

皆
様
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
実
現
す
る
議
会
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
不
安
定
な
国
際
情
勢

や
円
安
を
原
因
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
な
ど
の

輸
入
価
格
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
値

上
げ
さ
れ
、
特
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
に
よ
る
米

価
格
の
高
止
ま
り
、
い
わ
ゆ
る「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」

な
ど
、
引
き
続
く
物
価
高
騰
が
村
民
生
活
に
重
く
の

し
か
か
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
と
し
た
村
内
の
観
光
産
業
は
好
調
に
推
移
し

て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
は
前
年
を
上
回
る

大
勢
の
お
客
様
に
白
馬
村
へ
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
つ
き
ま
し
て
も
、

順
調
な
積
雪
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
内

外
か
ら
大
勢
の
お
客
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
活
気

の
あ
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、令
和
８
年
に
入
り
ま
す
と
、い
よ
い
よ
６
月

か
ら
宿
泊
税
の
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
目
的
に
沿
っ
た
税
金
の
使
わ
れ
方
が

さ
れ
て
い
る
か
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

行
政
と
共
に
村
民
生
活
に
し
っ
か
り
と
活
用
で
き
る

施
策
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
白
馬
村
の
今
後
10
年
間
の
新
た
な
指
針
と

な
る「
第
６
次
総
合
計
画
」が
始
ま
り
ま
す
。
総
合
計

画
に
定
め
ら
れ
た
基
本
理
念
と
、
そ
れ
に
伴
う
各
計

画
に
よ
っ
て
、
村
の
行
財
政
運
営
が
適
正
か
つ
効
率

的
に
行
わ
れ
る
か
、
議
会
と
し
て
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

白
馬
村
で
は
、
地
球
温
暖
化
・
少
子
高
齢
化
・
多
文

化
共
生
・
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
、取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

村
議
会
で
は
、
多
く
の
村
民
や
団
体
と
の
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
、ま

た
行
政
と
も
共
同
し
な
が
ら
、
施
策
を
通
じ
た
村
民

の
皆
様
の
生
活
の
維
持
、
村
内
経
済
の
発
展
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
各
種
施
策
の
決
定
に

あ
た
り
、し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、村

民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
は
午（
う
ま
）年
で
あ
り
ま
す
。
白
馬
が

天
を
駆
け
る
か
の
よ
う
に
皆
様
に
と
っ
て
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
る
飛
躍
の
１
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

白
馬
村
議
会
議
長　

太
田 

伸
子
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4

ミラノ・コルティナ2026冬季  オリンピックが開催されます

　令和８年１月現在、白馬村出身選手がオリンピック出場候補選手として、白馬村出身選手が世界大
会に挑んでおり、オリンピック出場をかけて戦っています。候補選手は渡部暁斗選手（北野建設）、渡
部善斗選手（北野建設）、近藤心音選手（オリエンタルバイオ）です。今回はこの３人の選手のこれまで
の活躍を紹介します。

11月に開催した白馬村文化祭の際に、出場予定の選手を応
援するメッセージを住民の皆様からいただきました。この
メッセージは、オリンピックまでに選手の手元に届ける予定
となっています。

昨年10月、今季で引退を表明し「イタリアで最後、季節外れの満開
の桜を咲かせたい」と会見で語りました。
世界の舞台で日本を牽引してきた、白馬村の英雄の勇姿を応援しま
しょう！

今回のミラノ五輪に出場すれば4大会連続の五輪出場。
個人でのメダル獲得を目標と意気込み、現在はW杯を転戦としな
がら五輪出場のため、メダル獲得のため力をつけています。

渡部 暁斗 選手 ノルディック複合

渡部 善斗 選手 ノルディック複合

2006年 トリノ五輪　初出場
2010年 バンクーバー五輪9位
2014年 ソチ五輪　個人銀
2018年 平昌五輪　個人銀
同　　年 W杯個人総合優勝
2022年 北京五輪　個人銅 団体銅

過去主要実績

前回大会の2022年北京五輪では、直前の公式練習中にアク
シデントがあり怪我により欠場。
2025～26シーズンでは、W杯7位の好成績を残し、ミラノ五
輪出場、メダルの獲得が期待されます。

近藤 心音  選手 フリースタイルスキー

2018年 Jr世界選手権　スロープスタイル3位
2021年 W杯SWISS スロープスタイル9位
2021年 世界選手権スロープスタイル9位
2022年 北京五輪　初出場

過去主要実績

2013年 世界選手権　初出場
2014年 ソチ五輪　団体5位
2018年 平昌五輪　団体4位
2022年 北京五輪　団体銅メダル

過去主要実績

白馬村出身のミラノ五輪
出場候補選手を紹介します

お問合せ
生涯学習スポーツ課　電話：0261-72-8770

白馬ジャンプ競技場と白馬クロスカントリー競技場は、国からノルディック複合の強化拠点として指定を
受けています。渡部選手の他ノルディック複合競技日本代表の選手は夏から白馬村を拠点にトレーニン
グを重ねています。白馬村にゆかりのある選手として、ぜひ競技全体の応援をよろしくお願いします。

ノルディック複合　
ナショナルトレーニングセンター(NTC)拠点

2月6日から開催されるミラノ五輪に出場する白馬村出身の選手を応援するため、パブリックビューイング
を開催します。
日時については、出場選手が決まり次第、ご案内しますので白馬村行政公式ホームページ等をご覧ください。

パブリックビューイングを開催します

協和ウイング白馬　ホール場所
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輪出場、メダルの獲得が期待されます。

近藤 心音  選手 フリースタイルスキー

2018年 Jr世界選手権　スロープスタイル3位
2021年 W杯SWISS スロープスタイル9位
2021年 世界選手権スロープスタイル9位
2022年 北京五輪　初出場

過去主要実績

2013年 世界選手権　初出場
2014年 ソチ五輪　団体5位
2018年 平昌五輪　団体4位
2022年 北京五輪　団体銅メダル

過去主要実績

白馬村出身のミラノ五輪
出場候補選手を紹介します

お問合せ
生涯学習スポーツ課　電話：0261-72-8770

白馬ジャンプ競技場と白馬クロスカントリー競技場は、国からノルディック複合の強化拠点として指定を
受けています。渡部選手の他ノルディック複合競技日本代表の選手は夏から白馬村を拠点にトレーニン
グを重ねています。白馬村にゆかりのある選手として、ぜひ競技全体の応援をよろしくお願いします。

ノルディック複合　
ナショナルトレーニングセンター(NTC)拠点

2月6日から開催されるミラノ五輪に出場する白馬村出身の選手を応援するため、パブリックビューイング
を開催します。
日時については、出場選手が決まり次第、ご案内しますので白馬村行政公式ホームページ等をご覧ください。

パブリックビューイングを開催します

協和ウイング白馬　ホール場所
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白馬村第６次総合計画 基本構想 が可決されました
　白馬村では、まちづくりの基本的な方針を定める「第６次総合計画」の策定に取り組んでいます。
　広報はくば 11月号でお知らせした基本構想 (案 ) が 12月議会で可決されました。
　今後 10年間は以下の基本理念・基本目標を柱に様々な事業を推進していきます。

＜ 基本理念 ＞
共に生き、豊かさを育む。

支え合いと幸せがめぐる - Best Living Village -
※ Best Living Village：住みやすい村、住み続けたい村

基本目標

まち
安心して快適に暮らし、
社会的な豊かさを育む

しぜん
自然と共に生き、
自然の豊かさを育む

ひと
人と共に生き、
心の豊かさを育む

しごと
地域資源を活かし、
経済的な豊かさを育む

第
６
次
総
合
計
画 

基
本
計
画(

案)

に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
基
本
構
想
を
踏
ま
え
て
、令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の
前
期
基
本
計

画(

案)

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
の
で
、計
画(

案)

を
ご
覧
い
た
だ

き
、皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◯ 

資
料
閲
覧
場
所

　
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
た
は

　
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◯ 

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　・村
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　・村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
人
及
び

　
　
法
人
そ
の
他
団
体

　・村
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

　・村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

　・白
馬
村
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

◯ 

意
見
の
提
出
方
法

指
定
用
紙（
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
た
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
可
能
）に
氏
名・住
所・電
話
番
号・意
見
を
記
入
し
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　・窓
口
持
参（
白
馬
村
役
場
総
務
課
）

　・電
子
メ
ー
ル（som

u@
vill.hakuba.lg.jp

）

　・フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
２
６
１
ー
７
２
ー
７
０
０
１
）

　・郵
送（
〒
３
９
９
ー
９
３
９
３
　
白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５
番
地 

　 

白
馬
村
役
場
総
務
課 

宛
）

◯ 

意
見
提
出
期
間

　
２
月
２
日（
月
曜
日
）か
ら
３
月
３
日（
火
曜
日
）ま
で

◯ 

結
果
の
公
表

・ 

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、内
容
を
取
り
ま
と
め
、村
の
考
え
を
添

  
え
て
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　　電話：0261-72-7002
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お問合せ　国税相談専用ダイヤル　電話：0570-00-5901

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
。

開
催
場
所

　
大
町
税
務
署　
１
階
会
議
室

（
大
町
市
大
町
3
1
9
0
番
地
の
16
）

開
設
期
間

　
令
和
８
年
２
月
16
日（
月
曜
日
）か

ら
令
和
８
年
３
月
16
日（
月
曜
日
）ま

で※
土
、日
及
び
祝
日
を
除
く

確
定
申
告
会
場
の
受
付
時
間
及
び

入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

�

相
談
受
付
：
午
前
８
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で

　
相
談
開
始
：
午
前
９
時
か
ら

　

土
地
等
の
譲
渡
所
得
、贈
与
税
の

相
談
は
午
前
中
の
み
実
施
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
、国

税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か

ら
事
前
発
行
に
よ
り
取
得
し
た
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

入
場
整
理
券
が
な
い
場
合
、入
場

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
の
申
告
手
続
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
対
応
の
ス
マ

ホ
・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
パ
ス
ワ
ー
ド
２
つ

①�

英
数
字
６
～
16
文
字

の
パ
ス
ワ
ー
ド（
署
名

用
電
子
証
明
書
）

②�

数
字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー

ド（
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
）

・�

ご
自
身
の
申
告
に
必
要

な
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の

有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
た
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
手
続
が
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。特
に
、確
定
申
告
期
は
、更
新
窓
口

（
市
町
村
）の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、お
早

め
に
更
新
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
！

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
る

国税庁ＬＩＮＥ
公式アカウント

こちらから

国税に関する
ご相談は

こちらから

令
和
8
年
7
月
1
日
か
ら
罰
則
刑
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

白馬村快適な
環境づくり条例

白馬村では、白馬村に関係する全ての人々が幸せを感じ、快適に過ごせるまちづくりのために「白馬村マナー
条例」を制定しました。皆さまのご協力をよろしくお願いします。 白

馬
村
マ
ナ
ー
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002



年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

日
頃
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
事
業
運
営
に
対

し
、深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
を
は
じ
め
、東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
世
界
陸
上

な
ど
、国
際
舞
台
に
お
け
る
日
本
選
手
の
活
躍
が
大
き
な

話
題
と
な
り
、世
界
と
肩
を
並
べ
る
成
績
に
大
き
な
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。本
年
２
月
に
は
ミ
ラ
ノ・コ
ル
テ
ィ
ナ

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
控
え
て
お
り
、長
い
年
月
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
重
ね
、ま
た
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
た
ア
ス

リ
ー
ト
が
ど
ん
な
ド
ラ
マ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
楽
し

み
な
と
こ
ろ
で
す
。

当
協
会
は
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

み
な
ら
ず
、体
力
、年
齢
、性
別
、適
正
、健
康
状
態
に
応

じ
て
、多
く
の
方
が
生
涯
に
わ
た
り
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。引
き
続
き
、事
業
に
対
し
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

       

白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長　

横
山 

秋
一

お問合せ　白馬村スポーツ協会　電話 :0261-72-8770
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白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
ク
リ
ー
ン
活
動

　
日
頃
、施
設
使
用
後

モ
ッ
プ
掛
け
を
し
て

い
ま
す
が
、11
月
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
ク
リ
ー

ン
事
業
の
実
施
月
と

し
て
位
置
付
け
て
お

り
、普
段
は
行
き
届
か

な
い
と
こ
ろ
ま
で
掃

除
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
25
回 

長
野
県
シ
ニ
ア
市
町
村
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会　
中
信
地
区
予
選
会

　
10
月
24
日
、松
本
浅
間
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。白
馬
村
は
6
位
、春
に
行
わ
れ
る

決
勝
戦
に
進
み
ま
す
。

第
29
回 

白
馬
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋

季
大
会

　
11
月
9
日
、協
和
ウ
イ
ン
グ
白
馬
ア
リ
ー
ナ
に

て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、北
は
糸
魚
川
市
か
ら
、南
は
松
本
市

の
チ
ー
ム
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、総
勢
18
チ
ー
ム

に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。白
馬
村

か
ら
は
３
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。



住
民
課
窓
口
に
受
付
番
号
札
発
券
機
を
設
置
し
ま
し
た

9

来
庁
せ
ず
に
も
で
き
る
！

便
利
な
手
続
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
次
の
手
続
き
は
、白
馬
村
役
場
に

来
庁
し
な
く
て
も
手
続
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た

手
続
き

　
転
出
手
続
き

　

�

住
民
票・
印
鑑
証
明
書（
証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
）

白
馬
村
公
式
L
I
N
E
か
ら
の
手

続
き

　
国
民
健
康
保
険
加
入・脱
退

　
限
度
額
認
定
証
の
申
請

　

�

飼
犬
の
登
録・
死
亡・
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
の
交
付
等

な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら

の
手
続
き

　

�

飼
犬
の
死
亡
届・生
ご
み
処
理
機

　
購
入
事
業
補
助
金
等

　
円
滑
な
窓
口
運
営
の
た
め
、皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

住
民
課
で
は
、来
庁
時
の
混
雑
緩
和

と
円
滑
な
窓
口
対
応
の
た
め
、番
号
札

に
よ
る
受
付
方
式
を
導
入
し
て
い
ま

す
。各

種
手
続
内
容
に
応
じ
て
番
号
札

の
順
に
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、来
庁
の

際
は
、申
請
書
自
動
作
成
シ
ス
テ
ム
等

に
よ
り
、申
請
書
を
作
成
の
上
、受
付

番
号
札
発
券
機
に
て
番
号
札
を
お
取

り
く
だ
さ
い
。

番
号
札
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
、待
ち
時
間
の
見
通
し
が
立
ち
や
す

く
な
り
窓
口
対
応
の
効
率
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

◯
対
象
の
手
続
き

住
民
課
で
の
す
べ
て
の
手
続
き

（
転
入
転
出
等
の
住
民
異
動
届・
婚

姻
出
生
等
各
種
戸
籍
の
届
出・
国
民
健

康
保
険
資
格
関
係・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
関
係・
福
祉
医
療
関
係・
国
民
年

金
関
係・
ご
み
等
環
境
衛
生
関
係
等
）

住
民
課
以
外
に
御
用
の
方
は
、各
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
結
婚

記
念
証
明
書
及
び
記
念
品
贈

呈
事
業
を
開
始
し
ま
し
た

白
馬
村
に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た
方
々

の
門
出
を
祝
福
し
、村
へ
の
愛
着
と
記
念
の

気
持
ち
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、白
馬
村

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
婚
姻
届
と
結
婚

記
念
証
明
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

婚
姻
届・
結
婚
記
念
証
明
書
と
も
に
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
取
り
入
れ
た
白

馬
村
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、記
念
品
と
し
て
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を

ご
用
意
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
1
月
1
日
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、結
婚
記
念
証
明
書・
記
念
品
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、窓
口
担
当
者
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話 :0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話 :0261-85-0715

ながの電子申請
サービス

番号をお呼びしますので、窓口にお越しください

住民課窓口での受付の流れ

申請書自動作成システムの利用により、申請書の作成に係るご負担が大幅に軽減さ
れますのでご利用ください

受付番号札発券機で、希望の手続きを選択の上、受付番号札を取ってお待ちくださ
い（同じものが2枚発券されます）

①
申請書の作成

②
受付

③
手続き
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す
べ
て
の
ガ
ラ
ス
び
ん
を
資
源
に
し

ま
し
ょ
う

品
質
検
査
を
実
施
し
ま
し
た

　
８
月
号
で
特
集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

同
様
に
、ガ
ラ
ス
び
ん
に
も
、リ
サ
イ
ク
ル
の

品
質
向
上
の
た
め
、品
質
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。１
ト
ン
換
算
で
の
評
価
結

果
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
耐
熱
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
・
照
明
・
建
材
用
ガ
ラ
ス
・
ガ
ラ

ス
食
器
・
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ル
ミ
カ
バ
ー
・
薬
品
び
ん

　
新
し
く
つ
く
る
ガ
ラ
ス
び
ん
の
強
度
や
品
質
に
大
き

く
影
響
す
る
た
め
、絶
対
に
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
再
資
源
化
と
い
う
意
味
で
す
。せ
っ

か
く
集
め
た
す
べ
て
の
ガ
ラ
ス
び
ん
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
に
は
、異
物
が
混
入
す
る
と
再
生
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。異
物
を
混
入
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、各
自
排
出

の
段
階
で
混
ぜ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。ガ
ラ
ス
び
ん

は
何
度
で
も
再
生
が
で
き
る
優
れ
た
容
器
で
す
。今
一

度
、リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
資
源
化
と
い
う
意
味
を
確
認
し

て
分
別
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ 

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別（
vol. 

32
）

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

1トン換算での評価結果　　茶色びん　　令和7年9月

異物の区分 混入量 評価

陶磁器類の混入　 17g A

異質ガラスの混入量 0g A

プラスチック・PET・缶等他容器
の混入 10g A

その他異物　 11g D

乳白色ガラスの混入 6g ―

乳白色のガラス

その他の異物プラスチック・PET・
缶等他容器の混入

陶磁器類 ガラスびんの分別方法
①�キャップやアルミのカバー
を外す。

　※�ラベルはそのままで良い。

②必ず中を洗う。

③�無色（透明）、茶色、その他の
色に分ける。

④透明な袋に入れて出す。

検査結果で確認された混入物
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白
馬
北
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
車
場
所
と
し
て
、
12
月
１
日
か
ら
白
馬
村
役
場
北
側
の

駐
車
場
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
2
台
分
を
使
用
し
大
型
バ
ス
が
停
車
す
る
た

め
、
運
行
期
間
中
は
車
両
の
駐
車
は
お
控
え
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
白
馬
村
役
場

駐
車
場
を
ご
利
用
の
方
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
停
車
場
所
確
保
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
運
行
期
間
、
使
用
時
間
及
び
使
用
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　教育課　電話：0261-85-0738

冬
期
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
白
馬
村
役
場
駐
車
場
使
用

に
つ
い
て

・運行期間	 	令和７年12月１日から令和８年3月17日（休日、祝日を除く学校
登校日運行）

・使用時間	 	午前7時30分から午前8時10分
	 	14時30分から16時
	 	（※使用時間は学校行事等により若干前後する場合があります。）
・使用場所	 	写真枠線内のとおり

白馬村図書館

スクールバス
停車場所

※車両駐車禁止

白馬村多目的
研修集会施設
白馬村観光局

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
大
規
模
林
野
火

災
を
契
機
に
、国
は
林
野
火
災
の
予
防
に
関
す
る
検
討
会
を
開
催
し
、こ
れ

に
関
す
る「
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
」の
通
知
が
全
国
の
消
防
機

関
に
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
通
知
を
受
け
て
、白
馬
村
が
所
属
す
る
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

に
お
い
て
も
、11
月
の
広
域
議
会
に
て
改
正
案
を
上
程
し
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
8
年
1
月
1
日
施
行
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

︿
火
災
予
防
条
例
の
改
正
内
容
﹀

◎「
林
野
火
災
注
意
報
」の
発
令

　
降
雨・
降
雪
の
な
い
日
が
連
続

し
て
一
定
期
間
続
き
、空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に「
林
野
火
災
注
意
報
」を
発
令
し

ま
す
。

　
発
令
時
は
、な
る
べ
く
、た
き
火・

火
入
れ
等
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

◎�「
林
野
火
災
に
関
す
る
警
報
」の

発
令

　「
林
野
火
災
注
意
報
」の
発
令
中

に
、気
象
台
か
ら
強
風
注
意
報
が

発
表
さ
れ
た
時
な
ど
は
、「
林
野
火

災
に
関
す
る
警
報
」が
発
令
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
警
報
の
発
令
時
は
、た
き
火・火

入
れ
等
が
禁
止
さ
れ
、従
わ
な
い

場
合
は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話 :0261-72-7002

火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

はくば1月.indd   11はくば1月.indd   11 2026-01-08   14:542026-01-08   14:54



お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

12

第42回　白馬村の農林業　（広葉樹の利活用）
1.現状と課題
　北アルプス地域の広葉樹林は森林面積の67%（全
県:41%）を占め、資源として有効活用することが課題で
す。

　近年、白馬村では、ナラ枯れが大量発生しています。ナ
ラ枯れは、自然サイクルで周期的に発生し、江戸時代から
あると言われています。最近は、温暖化の影響もあり終息
するサイクルも長期化しています。大径木（直径70cm以上）
の発生が多く、木が若返りを求めているとも言えます。
　森林整備の観点で見ると、ナラ類の標準伐期は20年、
長伐期施業でも40年とされています（出典:白馬村森林
整備計画）かつて、ナラは“冬の暖を得るための薪”や“キ
ノコ栽培のための原木”として利用されていましたが、
1960年代のエネルギー革命を境に利用量が減少し、人が里山に入る機会も減少しました。村では、令和4年度から
ナラ枯れを防ぐためにも、広葉樹等の利活用に取組んでいます。

区分 R4 R5 R6 R7 計
1.来場者（人） 290 132 64 282 768
2.軽トラ数（台） 145 66 44 141 396
3.配布量（トン） 50.8 23.1 15.4 49.4 138.7
4.原木換算費用 507万円 132万円 88万円 352万円 1080万円
5.灯油換算費用 646万円 322万円 197万円 767万円 1933万円

区分 R5 R6 R7 計 備考
1.マウスパッド（枚） 300 300 学校・住民
2コースター（枚） 60 60 道の駅、緑の少年団
3.ベンチ（台） 7 7 14 役場村民ホール
4.ミズナラスティック（個） 200 予定
5.つり銭トレイ（個） 100 予定

計 300 60 307 360

２．薪として活用
　ナラ枯れ材を含む広葉樹材等を村民へ配布し、木質バイオマスエネルギーの地産地消を図っています。

3．加工品として活用
　ナラ枯れ材等を加工し、公共施設等で利用しています。

4．�白馬産ミズナラを使用したウイスキー樽
　広葉樹の地域内経済循環の仕組みを考えるため、令和
7年12月4日に行政、林業事業体、酒造等の関係者が集ま
り、白馬産材ミズナラウイスキー樽プロジェクト“仮称　
Hakuba　Barrel　Project”を開催しました。
　樽の熟成に2年程度要するので、令和9年12月の完成を
目指し、準備を進めます。

マウスパッド・コースター ベンチ（役場村民ホール）

原木配布（八方　ふれあいの杜）
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今
年
も
白
馬
の
お
米
が
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た

令
和
7
年
12
月
6
日
か
ら
7
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
27
回
米・食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大

会
i
n
つ
く
ば
み
ら
い（
茨
城
県
）」に
て
、白
馬

農
場（
株
）　
代
表　
津
滝
明
子
氏（
堀
之
内
）の「
ゆ

う
だ
い
21
」が
大
型
法
人
部
門
で
、特
別
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
社
は
10
月
28
日
に
開
催
さ
れ

た「
食
べ
チ
ョ
ク
お
米
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
2
5
」に

お
い
て
も
、同
じ
く「
ゆ
う
だ
い
21
」が
銅
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
7
年
12
月
17
日
に
最
終
審
査
が
実

施
さ
れ
た「
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
i
n
し
ず

お
か
」で
は
、久
保
田
健
司
氏（
飯
森
）の「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

近
年
、白
馬
の
お
米
が
全
国
的
な
コ
ン
テ
ス
ト

等
で
上
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、客
観
的
に
白
馬

の
お
米
の
お
い
し
さ
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
等
で
も
全
国
の
皆
様
か
ら
白
馬
の
お

米
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、村
民
の
皆
様

も
是
非
、白
馬
の
お
米
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

○�

米・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の

審
査
は
一
次
審
査（
食
味
分
析
計
※1
・
穀
粒

判
別
機
で
審
査
）、二
次
審
査（
味
度
計
で
審
査

※２

）、三
次
審
査（
食
味
官
能
審
査
※3

）を
行
い
、

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

○�

お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
は
、全
国
か
ら
出
品

さ
れ
た
約
5
0
0
点
の
お
米
を
機
械
審
査（
食

味
値
※1

、味
度
値
※2

）に
よ
り
選
抜
し
、上
位

30
点
が
審
査
員
に
よ
る
食
味
官
能
審
査
※3

を

行
う
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

12月19日に丸山村長を表敬しました。（左：久保田健司氏、右：白馬農場㈱ 津滝俊幸氏） 

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

※1 

食
味
値

　
お
米
に
含
ま
れ
る
各
成
分
の
含
有
量
を
測
定
し
、

お
米
の
お
い
し
さ
を
総
合
的
に
評
価
し
た
数
値
で
す
。

食
味
値
は
、1
0
0
点
満
点
で
表
し
、数
値
が
高
い
ほ

ど
美
味
し
い
お
米
に
な
り
ま
す
。 

最
近
の
良
食
味

品
種
の
増
加
や
美
味
し
い
米
作
り
の
努
力
に
よ
り
、

日
本
産
で
は
、65
点
か
ら
75
点
が
標
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。

※2 

味
度
値

　
炊
飯
時
の
お
米
の
保
水
膜
を
数
値
化
し
た
も
の
で

「
ツ
ヤ
」「
粘
り
」を
意
味
し
、食
べ
た
時
の「
口
あ
た
り
」

「
舌
触
り
」「
歯
触
り
」「
見
た
目
」に
影
響
す
る
も
の
で

す
。「
味
度
」の
平
均
値
は
70
点
台
で
、80
点
台
は
誰

が
食
べ
て
も
お
い
し
い
と
感
じ
、90
点
台
が
出
る
の

は
と
て
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

※3 

食
味
官
能
審
査

　
外
観・
香
り・
味・
粘
り・
硬
さ
を
総
合
評
価
し
ま

す
。
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村・県民税の申告は
2月16日～3月16日！

早めの準備を！

　個人村民税・県民税の申告受付を事前予約制（受付開始：2月2日（月曜日）から）
により、2月16日から3月16日の間で実施します。期間中は所得税の確定申告書
作成に関する相談も併せて受け付けます。

 

３
月
16
日
ま
で
に
申
告
を
…

申
告
は
、村
・
県
民
税
、国
民
健
康
保
険

税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険

料
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
ほ
か
、各
種

届
出
書
・
申
請
書
に
必
要
な
証
明
書
な
ど

を
発
行
す
る
場
合
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。

申
告
を
し
な
い
と
各
種
保
険
料
や
年
金

等
の
計
算
や
、課
税
内
容
証
明
書（
所
得
証

明
）の
発
行
な
ど
に
影
響
が
出
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
は
期
限
で
あ
る
３
月

16
日（
月
曜
日
）ま
で
に
申
告
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

 

申
告
が
必
要
な
方
と
は
…

　
令
和
８
年
１
月
１
日
に
白
馬
村
に
住
所

を
有
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

・�

複
数
の
勤
務
先
か
ら
給
与
収
入
が
あ
る

方
・�

年
の
途
中
で
就
職
・
退
職
す
る
な
ど
、年

末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
給
与
収
入
が

あ
る
方

・�

年
末
調
整
は
済
ん
で
い
る
が
、他
の
控
除

（
医
療
費
控
除
等
）を
追
加
で
受
け
た
い

方
・�

複
数
の
収
入（
給
与
と
農
業
、営
業
と
年

金
、不
動
産
と
保
険
金
な
ど
）が
あ
る
方

・�

前
年
中
に
収
入
は
無
か
っ
た
が
、国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方

・�

前
年
中
に
収
入
は
無
か
っ
た
が
、家
族
や

遠
方
の
親
族
が
あ
な
た
の
こ
と
を
扶
養

親
族
と
し
て
申
告
さ
れ
る
方

 

申
告
が
不
要
な
方
と
は
…

・
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

・�

年
末
調
整
し
た
勤
務
先
の
ほ
か
に
給
与

収
入
が
無
い
方

・�

公
的
年
金
の
み
で
あ
り
、年
金
の
支
払
元

へ
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
、他
の

控
除（
医
療
費
、生
命
保
険
等
）を
受
け
な

い
方

・�

前
年
の
収
入
が
障
害
者
年
金
、遺
族
年
金

等
の
非
課
税
対
象
の
収
入
の
み
の
方

・
18
歳
未
満
で
収
入
の
無
い
方

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

 

税
務
署
へ
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

・
青
色
申
告
の
方

・
土
地
や
建
物
等
の
資
産
を
売
却
し
た
方

・�

株
式
や
先
物
等
の
金
融
商
品
等
の
取
引

で
所
得
ま
た
は
損
失
の
あ
っ
た
方

・
繰
越
損
失
、雑
損
控
除
が
あ
る
方

・�

事
業
、農
業
、不
動
産
等
の
収
入
が
あ
り
、

所
得
税
が
発
生
す
る
方

・�

初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）を
受
け
る
方

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

（
税
務
署
で
申
告
予
定
の
方
は
7
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
一
例
で
あ
り
、記
載

例
以
外
の
ケ
ー
ス
で
も
申
告
が
必
要
・

不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 �

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
自
宅

か
ら
e-

T
a
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）で

確
定
申
告
！

　
確
定
申
告
に
は
、ご
自
身
の
ス
マ
ホ
・
パ

ソ
コ
ン
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
す

る
e-

T
a
x
が
便
利
で
す
。
確
定
申
告

期
間
中
は
、24
時
間
い
つ
で
も
、ご
自
宅
か

ら
ご
利
用
が
で
き
る
た
め
、確
定
申
告
会

場
に
出
向
か
ず
に
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

 

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
で
さ
ら
に
便
利
！

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
り
申
告
に

必
要
な
各
種
証
明
書
等
の
デ
ー
タ
を
一
括

取
得
す
る
こ
と
で
、確
定
申
告
書
の
該
当

項
目
が
自
動
入
力
さ
れ
る
た
め
、寄
附
金

受
領
証
明
書
や
医
療
費
通
知
情
報
な
ど
を

入
力
す
る
手
間
が
不
要
で
す
。

 確定申告 検索
国税庁確定申告等作成コーナー

 マイポータル連携 検索
マイナポータル連携特設ページ

 動画で見る確定申告 検索
YouTube 国税庁動画チャンネル
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令
和
8
年
度 

村
・
県
民
税
申
告
の
事
前
予
約
に
つ
い
て

　
本
年
の
申
告
相
談
も
事
前
予
約
制
で
行
い
ま
す
。

　
受
付
開
始
は
、２
月
２
日（
月
曜
日
）か
ら
で
す
。

　
申
告
期
間
の
終
盤
は
希
望
の
日
時
で
の
予
約
が
取
り
に
く

く
な
り
ま
す
。余
裕
を
も
っ
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

・
15
分
単
位
で
時
間
を
指
定
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

・�

予
約
完
了
後
の
確
認
通
知
等
の
発
送
は
行
い
ま
せ
ん
。予
約

し
た
日
時
を
忘
れ
ず
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
予
約
の
変
更
な
ど
も
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・�

対
象
地
区
：
村
内
全
地
区（
以
前
行
っ
て
い
た
行
政
区
毎
の

日
時
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、行
政
区
の
日
時
指
定
の
廃
止
に
伴
い
、村
内
の
全
世

帯
を
対
象
と
し
た
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
日
時
指
定
の
お
知
ら
せ

等
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

申
告
に
必
要
な
も
の

・�「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」ま
た
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
等（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ

か
る
書
類
）と
身
元
確
認
書
類
」

・�

前
年
中
の
収
入
が
わ
か
る
資
料（
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴

収
票
、報
酬
等
の
支
払
調
書
等
）

・�

営
業
、農
業
、不
動
産
等
の
収
入
の
あ
る
方
は
収
支
内
訳

が
わ
か
る
資
料

・�

前
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
等
が
わ
か
る
資
料（
国
民

年
金
、生
命
保
険
、地
震
保
険
等
の
支
払（
控
除
）証
明
書

・�

前
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」

・�

金
融
機
関
の
通
帳（
税
金
の
還
付
を
受
け
る
と
思
わ
れ

る
方
、納
税
を
口
座
振
替
で
行
い
た
い
方
）

・�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は「
白
馬
村
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」（
白
馬
村
役
場
健
康
福
祉
課
で
発
行
で
き

ま
す
）

 
申
告
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

■ 
営
業
、農
業
、不
動
産
所
得
の
あ
る
方

　

事
前
に
収
支
内
訳
書
に
、収
支
を
計
算
し
、記
入
し
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

　

医
療
費
の
領
収
書
は
、受
診
者
ご
と
、医
療
機
関
ご
と

に
ま
と
め
、支
払
額
や
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
を
計
算
し
、可
能
で
あ
れ
ば「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■ 

電
子
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
混
雑
回
避
や
相
談
時
間
短
縮
の
た
め
、ご
自
宅
か
ら
の

電
子
申
告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村・県民税申告（事前予約制）について

予約受付

令和８年２月２日（月曜日）から　
午前8時30分から17時15分（土曜・日曜・祝日を除く）

予約方法
白馬村役場税務課までお電話ください
税務課直通:0261-85-0712　

申告会場（役場 2 階会議室）開設日程
令和８年２月16日（月曜日）から３月16日（月曜日）
　（土曜・日曜・祝日を除く）
午前9時から11時、13時30分から16時

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話： 0261-85-0712

村
税・料
金
の

お
支
払
い
期
限

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

1月納期の
村税及び料金

納期限 口座
振替日

納付方法・納付場所

現金払い
（金融機関及び役

場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替 クレジット

カード決済※
スマートフォン
決済アプリ

村県民税
第4期分

2月2日
（月曜日）

1月26日
（月曜日） ○

○

○

○ ○国民健康保険税
第8期分

後期高齢者医療保険料
第6期分 ―

― ―上下水道料
1月請求分 ○

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。
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健
康
づ
く
り
だ
よ
り

令
和
8
年
度

　各
種
健
診
・
が
ん
検
診
の
申
込
み
開
始
！

『白馬村令和8年度検診調査票』を2月上旬に各世帯へ送
付します。
封筒の内容をよくご確認いただき、必要事項をご記入の上、
同封の返信用封筒でご返送いただくか、
健康福祉課の回収箱にご提出ください。
※同一世帯の対象者全員分が、
　１枚の調査票に記載されています。
　締切厳守：令和8年2月24日（火曜日）

令和8年度�各種健診・がん検診�一覧表

◆�基本の健診�◆

◆�がん検診�◆ …令和6年度からお安くなっています

「検診調査票」とは…？
各世帯に１枚送付され、健診・検診の対象となる方、全員の名前が書いてあります。すべての対象者に
ついて、受診できる健診・検診の種類の該当の項目に○をつけ、返送することで申込みが完了します。
申込みしない場合も提出が必要です。

記入・提出で申込み完了！
申込みしない場合もご提出ください。

封筒はコレ！

検査名 対象者 自己負担額 検査内容

特定健診 40～74歳
の国保加入者

無 料

10,000円
相当の

検査内容

▪血圧測定
▪血液検査
　❖脂質代謝
　❖糖代謝
　❖肝機能
　❖腎機能
　❖貧血
　❖他

▪身体計測
　　（体重・身長など）
▪尿検査
　　（尿蛋白・尿糖・尿潜血）
▪心電図検査
▪眼底検査
▪医師診察
▪保健相談

後期高齢者健診 75歳以上の方

若年健診 30～39歳の方 2,000円

検査名 自己負担額 対象者 検査内容

結核・肺がん検診 500円 40歳以上の方 胸部X線撮影

胃がん検診 1,500円
40歳以上の方

胃部X線撮影（バリウム検査）
※7,9月初日と11月はありません

大腸がん検診 500円 検体採取（便２日分）

前立腺がん検診 1,800円 50歳以上の男性 血液検査（PSA特異抗原）

子宮がん検診 1,500 円
20歳以上の女性

前年度に村の子宮がん検診を
受けていない方のみ

子宮頸部細胞診、内診

乳がん検診 2,000 円
40歳～74歳の女性

前年度に村の乳がん検診を受
けていない方のみ

乳房X線撮影（マンモグラフィ）

8

令和8年2月24日

はくば1月.indd   16はくば1月.indd   16 2026-01-08   14:542026-01-08   14:54



17

人間ドックを受ける方 国民健康保険・後期高齢者
医療保険にご加入の方

▶▶  結果と領収書を添えて申請すると、
費用補助を受けられます。

人間ドックの受診を健診に代えることができるだけ
でなく、一部費用補助（上限あり）も受けられます。ま
た、健診・人間ドックを受けた場合は、脳ドックの費用
補助（上限あり）も受けられます。詳細は、住民課（電話
0261-85-0715）にお問合せください。

●�同一年度内に村の健診（検査結果提出含む）を受診
する場合、人間ドックの費用補助を受けられません
ので、ご注意ください。

生活習慣病で
治療中の方

国民健康保険に
ご加入の40〜74歳の方

▶▶  生活習慣病で治療中でも、特定健診の対象者です。
村の健診を受けられない場合は、

血液検査の結果をご提出ください。

高血圧・糖尿病・脂質異常症等で白馬村・小谷村・大町
市・池田町・松川村の医療機関を受診中の方は、血液検
査等の結果提出で特定健診に代えることができます。

◆検査結果の提出方法◆
①�「検診調査票」の「他で受ける」に○をし、医療機関名
を記入し返送する
②�該当の医療機関を受診している場合、村から指定の
専用用紙が届く
③かかりつけ医に指定の専用用紙を提出する

●��ご自身の血液検査の内容で提出可能かどうかは、か
かりつけ医にご相談ください。
●�同一年度内に人間ドックを受診する場合は、この制
度を利用できません。

職場の健診を受ける方 国民健康保険に
ご加入の40〜74歳の方

▶▶  職場の健診を受けた場合、
健診結果をご提出ください。

パート先等の職場の健診を特定健診に代えることが
できます。結果の提出にご協力ください。村の保健指
導を受けることも可能です。

◆健診結果の提出方法◆
健診結果のコピーを健康福祉課保健師に提出するの
みでＯＫ！

社会保険の
被扶養者の方

社会保険加入者の
被扶養者で40〜74歳の方

▶▶  所定の手続きをすると、
村の会場で特定健診を受けられます。

協会けんぽ、組合健保、共済健保等の被用者保険の加
入者の被扶養者の方は、村の会場で特定健診を受診す
ることができます。ただし、受診券（ご加入の被用者保
険から届く）と事前予約が必要です。詳細は、ご加入の
被用者保険（資格確認書を参照）にお問合せください。

◆受診の流れ◆
①�資格確認書の発行元である被用者保険から、受診券
が届く
②�健康づくり事業団に電話で日時の予約をする
　�⇒�専用フリーダイヤル:�0120-10-6969�（平日9
時~18時）
③健康づくり事業団から問診票が届く
④ふれあいセンターで特定健診を受診する

●�この制度の運営主体は、白馬村ではなく、ご加入の
被用者保険です。ご加入の被用者保険によっては、
制度を利用できない場合がございます。

健診の受け方に迷ったら…  こんな制度があります！

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

はくば1月.indd   17はくば1月.indd   17 2026-01-08   14:542026-01-08   14:54
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村
道
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
こ
数
年
極
端
な
天
候
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
気

象
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
除
雪
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
の
た
め
に
は
、
村
民
の
皆
様
の
ご

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

①�

路
上
駐
車
・
道
路
へ
の
は
み
出
し
駐
車
の
禁
止

　
除
雪
は
基
本
的
に
、
夜
間
か
ら
早
朝
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

除
雪
の
妨
げ
と
な
る
路
上
へ
の
駐
車
や
道
路
へ
は
み
出
し
て

の
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

②�

歩
車
道
へ
の
排
雪
・
雪
の
積
み
上
げ
の
禁
止

　
除
雪
済
み
の
道
路
や
、
無
散
水
消
雪
施
設
の
あ
る
道
路
へ

自
宅
敷
地
の
雪
を
出
す
方
が
い
ま
す
が
、
大
変
危
険
で
す
。

通
行
中
の
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
歩
行
者
へ
飛
び
込
む
事
故
や
、

そ
の
場
を
避
け
て
対
向
車
と
衝
突
す
る
事
故
等
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
雪
を
投
げ
出
し
た
方
の

責
任
が
問
わ
れ
る
事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
道
路
へ

の
雪
出
し
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③�

屋
根
雪
の
落
下
防
止
・
落
雪
注
意
看
板
の
掲
示

　
屋
根
雪
が
路
上
に
落
下
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
片
付
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万
一
雪
の
落
下
時
に
歩
行
者
が
い
た

場
合
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、
危
険
個
所
に
は
注
意
を
喚
起

す
る
看
板
を
立
て
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
支
障
木
の
伐
採

　
道
路
上
に
伸
び
た
木
や
枝
が
通
行
や
除
雪
に
支
障
を
き
た

す
場
合
、
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
撤
去
禁
止

　
路
上
に
立
て
て
あ
る
竹
ポ
ー
ル
は
、
除
雪
を
安
全
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
の
で
引
き
抜
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

⑥
凍
結
防
止
剤
の
散
布
に
つ
い
て

　
原
則
と
し
て
朝
・
夕
の
1
日
2
回
、
通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
に
間
に
合
う
よ
う
散
布
し
て
い
ま
す
。
凍
結
危
険
個
所
を

中
心
に
散
布
し
て
い
ま
す
が
、
気
温
に
よ
っ
て
は
再
度
凍
結

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
で
は
農
作
物
へ
の
影
響

に
配
慮
し
、
環
境
配
慮
型
の
凍
結
防
止
剤
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
ご
自
身
で
凍
結
防
止
剤
を
散
布
す
る
際
は
、
周
辺
へ
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
自
宅
敷
地
内
の
雪
の
処
理
に
つ
い
て

　
自
宅
敷
地
内
の
雪
を
、
他
の
敷
地
に
無
断
で
排
雪
し
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
敷
地
内
の
雪
を
む

や
み
に
他
の
敷
地
に
排
雪
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
他
の
敷
地
に
排
雪
し
た
場
合
は
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住

宅
の
玄
関
先
や
駐
車
場
の
出
入
口
な
ど
道
路
と
接
す
る
箇
所

に
は
、
ど
う
し
て
も
道
路
除
雪
の
雪
が
一
部
残
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
お
手
数
で
も
家
先
の
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
で
除

雪
し
て
い
た
だ
き
、
近
隣
の
方
や
道
路
利
用
者
に
迷
惑
が
掛

か
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑧
雪
押
し
場
の
確
保
に
つ
い
て

　
近
年
、
雪
押
し
場
の
確
保
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
雪
押
し
場
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
周
辺
の
除
雪
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
雪
押
し
場
が
確

保
で
き
れ
ば
、
効
率
的
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
道
路
脇
に
土
地
を
お
持
ち
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑨
路
上
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
禁
止
に
つ
い
て

　
路
上
で
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
、
除
雪
の
妨
げ
に

な
る
他
、
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
降
雪
量
15
㎝
が
出
動
基
準
と
な
り

ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
安
全
で
、
効
率
的
な
除
雪
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
何
卒
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
除
雪
作
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

   お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724
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   お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724

   お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724

ゼ
ロ
エ
ネ
住
宅
普
及
支
援
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

克
雪
住
宅
整
備
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　
白
馬
村
で
は
、
住
宅

の
断
熱
性
能
向
上
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
等
に
よ
り
、
国
又
は

長
野
県
が
実
施
す
る
以

下
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
各
種
基
準
を
満
た

す
“
ゼ
ロ
エ
ネ
住
宅
の

新
築
”
又
は
“
住
宅
の

省
エ
ネ
改
修
”
に
対
し
、

１
棟
あ
た
り
“
最
大

30
万
円
を
白
馬
村
か
ら

追
加
補
助
”
し
て
い
ま

す
。

　
白
馬
村
か
ら
の
追
加

補
助
を
ご
予
定
の
方
は
、

国
又
は
県
か
ら
補
助
額

の
確
定
の
通
知
が
あ
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
1
8
0
日
以
内
に
、

補
助
金
交
付
申
請
書
等

必
要
書
類
を
白
馬
村
役

場
建
設
課
へ
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
・
お
手
続
き
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
に
よ
る
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、
転
落
事
故
等
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
住
宅
の
克
雪
化
に
係
る
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【対象となる国または県の事業】

【事業内容】

１.　対象となる克雪化工事（居住部分が延べ面積の1/2未満である併用住宅を除く）

融雪型（新築・増改築、改修） 熱エネルギー（電気、ガス、灯油等）の利用により屋根融雪す
る方式

自然落雪型（改修のみ） 屋根構造の急勾配化等により、自然に落雪させる方式

雪下ろし型（改修のみ） 命綱固定アンカー、雪止め金物の設置等、雪下ろし作業の安
全性を確保するための措置を講じる方式

２.　補助率及び限度額
克雪方式

融雪型 自然落雪型 雪下ろし型

補助率 1/4【1/3】 1/4【1/3】 2/3

限度額 75万円【90万円】 60万円【70万円】 20万円
※１　高齢者世帯等の場合は補助率・限度額ともに上限は【　】内となります。
※２　補助対象となる工事は、諸条件（屋根の勾配・施工事業者等）に合致している必要があります。
　　　詳しくは白馬村行政公式ホームページをご確認いただくか、建設課までお問合せください。

※　補助対象者、補助率等詳細については、白馬村行政公式ホームページをご確認ください。

対象事業 補助機関

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
（戸建て住宅ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）化等支援事業のうちZEH支援事業） 環境省
先進的窓リノベ事業補助金

給湯省エネ2025事業補助金 経済産業省

子育てエコホーム支援事業補助金
国土交通省

子育てグリーン住宅支援事業補助金

信州健康ゼロエネ住宅助成金 長野県
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包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

新
し
い
民
生
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

︿
新
し
い
職
員
が
入
り
ま
し
た
﹀

　
令
和
8
年
１
月
か
ら
、白
馬
村

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
新
た

に
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。

相
談
支
援
に
長
く
携
わ
り
多
く
の

方
の
困
難
な
状
況
に
寄
り
添
っ
て

来
た
経
験
豊
か
な
社
会
福
祉
士
で

す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
の
高

齢
者
の
介
護
の
事
、お
金
や
財
産

管
理
の
事
、ご
家
族
や
近
所
の
心

配
な
方
の
事
等
の
相
談
体
制
を
強

化
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

新
職
員
の
自
己
紹
介

　
こ
の
度
、白
馬
村
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
社
会
福
祉
士
の
馬ま

淵ぶ
ち
順の
ぶ
彦ひ
こ

と
申

し
ま
す
。介
護
老
人
保
健
施
設
で

相
談
援
助
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た

経
験
を
活
か
し
、高
齢
者
ひ
と
り

ひ
と
り
の
課
題
に
寄
り
添
い
、安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
民
生
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
に
よ

り
、次
の
方
々
が
新
し
い
白
馬
村
の
民
生
児

童
委
員・主
任
児
童
委
員
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令
和

7
年
12
月
1
日
か
ら
令
和
10
年
11
月
30
日

ま
で
の
3
年
間
で
す
。こ
れ
か
ら
地
域
の
福

祉
増
進
の
た
め
に
ご
活
動
い
た
だ
き
ま
す
。

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
事
務
局（
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
）か
ら
の
お
知
ら
せ

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
の
学
生
を

募
集
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話 :0261-72-6667

［
一
般
コ
ー
ス
］

◆
対
　
　
象
　
　	
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方

◆
主
会
場
　
　	
長
野
県
大
町
合
同
庁
舎
　
講
堂
　
他

◆
定
　
　
員
　
　	

40
人
（
先
着
順
）

◆
学
習
期
間
　
　	

２
年
間
（
年
間
15
日
　
60
時
間
　
目
安
）

◆
学
習
内
容
　
　	

教
養
講
座
・
趣
味
健
康
交
流
講
座
・
地
域
づ
く
り
講
座

◆
授
業
料
　
　
　	

年
額	

１
万
２
千
円
（
※	
教
材
費
な
ど
別
途
負
担
あ
り
）

◆
募
集
期
間
　
　	

令
和
８
年
２
月
２
日（
月
曜
日
）か
ら	

令
和
８
年
３
月
31
日（
火
曜
日
）

　
当
日
消
印
有
効

◆
募
集
案
内
・
入
学
願
書
の
配
付
及
び
提
出
先

　
　
　
　
　
　
　	

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）、

　
　
　
　
　
　
　	

市
役
所
・
町
村
役
場
（
高
齢
者
福
祉
担
当
者
）
の
各
窓
口

◆
詳
し
く
は
、
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

　
　
　
　
　
　
　（
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
専
門
コ
ー
ス
］

◆
対
　
　
象
　
　	

50
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方

◆
会
　
　
場
　
　	

長
野
市

◆
定
　
　
員
　
　	

30
人
（
書
類
選
考
後
、
面
接
）

◆
学
習
期
間
　
　	

１
年
間
（
年
間
10
日
　
40
時
間
）

◆
学
習
内
容
　
　	

ゼ
ミ
方
式
に
よ
り
、
活
動
計
画
を
立
て
地
域
に
出
向
き
な
が
ら
実
践

を
通
し
て
学
ぶ
専
門
的
な
講
座

◆
授
業
料
　
　	

年
額	

２
万
６
千
円
（
※	

教
材
費
な
ど
別
途
負
担
あ
り
）

◆
募
集
期
間
　
　	

令
和
８
年
２
月
２
日（
月
曜
日
）か
ら	

令
和
８
年
３
月
31
日（
火
曜
日
）

　
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
方
法
　
　	

願
書
を
長
野
支
部
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

◆
願
書
提
出
先
　	（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
長
野
支
部

　
　
　
　
　
　
　	（
〒
3
8
0
‐
0
9
3
6
長
野
市
大
字
中
御
所
９
８
‐
1
長
野
保
健
福
祉

事
務
所
福
祉
課
内
）

担
当
地
区

委
員
氏
名（
敬
称
略
）

内
山･

佐
野

中
村
　德
文

沢
渡

平
川
　清
子

三
日
市
場･

堀
之
内

吉
田
　聡

飯
田（
北
）

芳
澤
　光
一

飯
田（
南
）

菊
本
　久
留
美

飯
森

田
中
　な
お
み

め
い
て
つ

疇
地
　香
世

深
空

武
田
　茂

み
そ
ら
野

谷
川
　秀
男

瑞
穂･

エ
コ
ー
ラ
ン
ド

矢
口
　保

八
方

丸
山
　隆
子

和
田
野･

山
麓

岡
田
　た
か
子

八
方
口

太
田
　文
敏

白
馬
町（
南
）

横
山
　恵
美

白
馬
町（
北
）

平
林
　京
子

大
出･

嶺
方･

蕨
平

平
瀬
　孝
雄

森
上

塩
島
　秀
実

塩
島･
通･
立
の
間･
野
平･

青
鬼

花
岡
　秋
好

新
田･
ど
ん
ぐ
り

中
村
　千
恵
子

切
久
保･

落
倉

角
田
　さ
よ
み

主
任
児
童
委
員（
神
城
地
区
）

横
川
　辰
彦

主
任
児
童
委
員（
北
城
地
区
）

塩
島
　純
子

   お問合せ　（公財）長野県長寿社会開発センター長野支部（長野県シニア大学長野学部）　電話：026-228-7023
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近
年
、
全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
し
て
お

り
、
白
馬
村
に
お
い
て
も
、
管
理
が
行
き
届

か
な
い
空
き
家
に
よ
る
景
観
の
悪
化
や
、
防

犯
・
防
災
上
の
不
安
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
村
で
は
、
屋

根
の
崩
落
な
ど
に
よ
り
、
周
囲
に
危
険
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
白
馬
村
で
は
「
白

馬
村
空
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

の
条
例
は
、
空
き
家
の
放
置
を
防
ぎ
、
適
切

な
管
理
と
有
効
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

【
条
例
で
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
】

■	

村
の
役
割

空
き
家
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
調
査
や
相

談
対
応
、
情
報
提
供
を
行
い
、
空
き
家
対
策

を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

■	

所
有
者
の
責
務

空
き
家
の
所
有
者
等
に
は
、
建
物
が
周
囲

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
責
任
を
も
っ

て
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■	

村
民
の
皆
さ
ん
の
役
割

地
域
で
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
空
き

家
を
見
か
け
た
際
に
は
、
村
へ
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
条
例
に
よ
り
可
能
と
な
る
主
な
対
応
】

管
理
が
不
十
分
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

助
言
・
指
導
か
ら
始
ま
り
、
必
要
に
応
じ
て

段
階
的
に
対
応
し
ま
す
。
倒
壊
な
ど
の
危
険

が
あ
る
場
合
に
は
、
緊
急
的
な
安
全
措
置
を

行
い
ま
す
。

【
よ
く
あ
る
質
問�

Q
&
A
】

Q
1	

　
空
き
家
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
す

ぐ
に
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

A
　	

　
い
い
え
。
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
れ

ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
段

階
的
に
対
応
し
ま
す
。

Q
2	

　「
特
定
空
家
・
管
理
不
全
空
家
」
と

は
何
で
す
か
？

A
　	

　
特
定
空
家
と
は
、
倒
壊
・
腐
朽
衛
生

上
の
著
し
い
問
題
な
ど
、
よ
り
危
険
性

や
周
囲
へ
の
影
響
が
高
い
空
き
家
を
指

し
、
管
理
不
全
空
家
は
、
手
入
れ
不
足

な
ど
に
よ
り
、
放
置
す
る
と
危
険
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
空
き
家
の
こ
と
で
す
。

早
め
の
対
応
で
「
特
定
空
家
」
に
な
る

こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

Q
3	

　
危
険
そ
う
な
空
き
家
を
見
つ
け
た

ら
？

A
　	

　
村
へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
認
の
う
え
、
必
要
な
対
応
を
行
い
ま

す
。

空
き
家
の
適
正
管
理
と

活
用
を
進
め
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た 

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

「
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
」
は
、
空

き
家
・
空
地
の
所
有
者
が
物
件
を

登
録
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と

さ
か
さ
ま
の
し
く
み
で
、
白
馬
村

へ
移
住
定
住
な
ど
の
た
め
に
物
件

の
購
入
を
希
望
す
る
人
が
利
用
登

録
を
行
い
、
空
き
家
の
所
有
者
が

購
入
希
望
者
を
選
ん
で
売
買
や
賃

貸
を
行
う
制
度
で
す
。

利
用
希
望
者
は
自
己
Ｐ
Ｒ
の
掲

載
も
可
能
な
た
め
、
空
き
家
・
空

地
の
所
有
者
が
こ
の
人
に
売
り
た

い
・
貸
し
た
い
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
住
民
の
皆
様
が

売
却
可
能
な
物
件
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
「
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
」

を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

白
馬
村
さ
か
さ
ま
バ
ン
ク
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
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近
年
、
全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
し
て
お

り
、
白
馬
村
に
お
い
て
も
、
管
理
が
行
き
届

か
な
い
空
き
家
に
よ
る
景
観
の
悪
化
や
、
防

犯
・
防
災
上
の
不
安
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
村
で
は
、
屋

根
の
崩
落
な
ど
に
よ
り
、
周
囲
に
危
険
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
白
馬
村
で
は
「
白

馬
村
空
家
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

の
条
例
は
、
空
き
家
の
放
置
を
防
ぎ
、
適
切

な
管
理
と
有
効
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

【
条
例
で
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
】

■	

村
の
役
割

空
き
家
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
調
査
や
相

談
対
応
、
情
報
提
供
を
行
い
、
空
き
家
対
策

を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

■	

所
有
者
の
責
務

空
き
家
の
所
有
者
等
に
は
、
建
物
が
周
囲

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
責
任
を
も
っ

て
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

■	

村
民
の
皆
さ
ん
の
役
割

地
域
で
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
空
き

家
を
見
か
け
た
際
に
は
、
村
へ
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
条
例
に
よ
り
可
能
と
な
る
主
な
対
応
】

管
理
が
不
十
分
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

助
言
・
指
導
か
ら
始
ま
り
、
必
要
に
応
じ
て

段
階
的
に
対
応
し
ま
す
。
倒
壊
な
ど
の
危
険

が
あ
る
場
合
に
は
、
緊
急
的
な
安
全
措
置
を

行
い
ま
す
。

【
よ
く
あ
る
質
問�

Q
&
A
】

Q
1	

　
空
き
家
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
す

ぐ
に
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

A
　	

　
い
い
え
。
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
れ

ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
段

階
的
に
対
応
し
ま
す
。

Q
2	

　「
特
定
空
家
・
管
理
不
全
空
家
」
と

は
何
で
す
か
？

A
　	

　
特
定
空
家
と
は
、
倒
壊
・
腐
朽
衛
生

上
の
著
し
い
問
題
な
ど
、
よ
り
危
険
性

や
周
囲
へ
の
影
響
が
高
い
空
き
家
を
指

し
、
管
理
不
全
空
家
は
、
手
入
れ
不
足

な
ど
に
よ
り
、
放
置
す
る
と
危
険
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
空
き
家
の
こ
と
で
す
。

早
め
の
対
応
で
「
特
定
空
家
」
に
な
る

こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

Q
3	

　
危
険
そ
う
な
空
き
家
を
見
つ
け
た

ら
？

A
　	

　
村
へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
認
の
う
え
、
必
要
な
対
応
を
行
い
ま

す
。

空
き
家
の
適
正
管
理
と

活
用
を
進
め
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た 
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を
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が
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を
選
ん
で
売
買
や
賃

貸
を
行
う
制
度
で
す
。

利
用
希
望
者
は
自
己
Ｐ
Ｒ
の
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可
能
な
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空
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の
所
有
者
が
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の
人
に
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貸
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を
選
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こ
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る
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す
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可
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な
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件
が
あ
り
ま
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白
馬
村
公
民
館
で
は
白
馬
商
工
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、家

庭
に
あ
る
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
た
手
軽
に
作
れ
る「
そ
ば
ガ
レ
ッ

ト
作
り
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ガ
レ
ッ
ト
は
そ
ば
粉
を
使
い
、生
地
を
薄
く
円
形
に
焼
い
た

料
理
で
、具
材
は
自
由
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。村
内
で
も
幾
つ
か
の
飲
食
店
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、家
庭
で
作
る
と
な
る
と
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
ク
レ
ー
ピ
エ
と
呼
ば
れ
る
講
師
の
先
生
か
ら
は
、そ
ば
粉
と

水
の
混
ぜ
が
大
事
で
あ
る
こ
と
や
一
晩
寝
か
せ
る
と
生
地
が
お

ち
つ
き
焼
く
際
に
生
地
が
伸
び
や
す
く
、焼
き
上
が
り
が
美
味

し
く
、パ
リ
っ
と
し
た
食
感
に
な
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。実

際
に
焼
い
て
み
る
と
手

軽
に
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。受
講
生
か
ら
は
、

「
デ
リ
ケ
ー
ト
で
奥
が
深

い
」「
そ
ば
は
生
き
て
い

る
」な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
毎
年
好
評
の
秋
の
そ
ば
打
ち
教
室
。

初
め
て
の
人
も
何
度
か
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
、ま
ず
は
先
生
の
デ

モ
打
ち
を
し
っ
か
り
と
見
学
し
、そ

の
後
に
各
自
そ
れ
ぞ
れ
に
挑
戦
で
す
。

そ
ば
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
今
日

食
べ
た
い
そ
ば
の
完
成
形
を
想
像
し

丁
寧
に
そ
ば
打
ち
を
進
め
て
い
き
ま

す
が・・・
な
か
な
か
思
い
通
り
に
う

ま
く
い
か
な
い
の
が
現
実
。先
生
方

に
随
時
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、参
加
者
全
員
無
事
に
自
分

の
そ
ば
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
も
、そ
ば
を
打
っ
て
終
わ
り
で

は
な
く
、そ
ば
つ
ゆ
の
お
話
や
茹
で

方
の
講
習
も
同
時
に
行
い
、自
宅
で

も
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
知
識
と
と

も
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。奥

が
深
い
そ
ば
打
ち
で
す
が
、講
座
で

の
そ
ば
打
ち
体
験
を
き
っ
か
け
に
、

さ
ら
に
そ
ば
打
ち
の
輪
が
広
が
っ
て

い
け
ば
幸
い
で
す
。

そばガレット作り教室

そば打ち教室
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日
本
の
近
代
植
物
学
の
父
と
い
え
ば
近

年
、
再
注
目
さ
れ
た
牧
野
富
太
郎
が
思
い
浮

か
ぶ
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
見
劣
り
し

な
い
松
本
出
身
の
植
物
学
者
に
河こ

う

野の

齢れ
い
ぞ
う蔵

（
1
8
6
5
～
1
9
3
9
）
が
い
ま
す
。
近

代
登
山
黎れ

い
明め
い
期き

の
北
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と

し
た
信
州
一
帯
に
学
術
目
的
で
登と

う
攀は
ん
し
、
数

多
く
の
研
究
成
果
を
あ
げ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的

存
在
で
す
。
明
治
31
年
に
は
白
馬
岳
へ
学
術

目
的
で
は
殆
ど
初
と
な
る
登
頂
を
お
こ
な
い
、

高
山
植
物
の
宝
庫
と
し
て
は
日
本
一
の
場
所

で
あ
る
と
し
て
、
白
馬
岳
の
名
を
一
躍
学
術

研
究
の
世
界
に
広
め
ま
し
た
。
当
時
謦け

い
咳が
い
に

接
し
た
北
安
の
人
々
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

度
重
な
る
河
野
の
白
馬
岳
や
北
ア
ル
プ
ス

へ
の
登
頂
の
な
か
で
培
わ
れ
た
深
い
見
識
か

ら
、
皇
族
の
登
山
へ
河
野
が
同
伴
す
る
事
も

屡し
ば
々し
ば
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
11
年
に
は
河
野
と

親
交
の
あ
っ
た
朝
鮮
王
朝
最
期
の
皇
太
子
、

李
垠
（
り	

ぎ
ん
／
イ	

ウ
ン
）
の
お
供
で
白

馬
岳
登
山
に
同
行
し
て
い
ま
す
。
八
方
の
細

野
諏
訪
神
社
の
境
内
に
こ
の
時
の
李
垠
お
手

植
え
の
植
樹
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
白
馬
村
歴
史
民

俗
資
料
館
の
展
示
に
並
ぶ
河
野
関
係
の
史
料

で
す
。
河
野
の
詠
ん
だ
直
筆
の
短
冊
や
河
野

が
得
意
と
し
た
高
山
植
物
画
の
色
紙
等
の
展

示
が
あ
り
ま
す
。「
雷
鳥
　
た
つ
き
り
に
す

か
た
も
見
え
す
な
り
に
け
り
よ
ひ
し
子
雛

の
声
の
み
そ
し
て
」「
猿
　
は
る
に
し
て
月

ま
た
居
れ
り
有
明
の
山
の
あ
な
た
に
ま
し
ら

な
く
な
り
」
の
二
首
な
ど
そ
の
一
つ
で
、
河

野
の
父
親
で
あ
る
河こ

う
野の

通み
ち
重し
げ
は
和
歌
の
素
養

深
く
、
河
野
自
身
も
そ
の
薫く

ん
陶と
う
を
受
け
ま
し

た
。
雷
鳥
の
句
は
河
野
自
身
が
詠
み
、
猿
の

句
は
松
尾
芭
蕉
が
奈
良
の
有
明
山
に
つ
い
て

情
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。「
ま
し
ら
」
は

猿
の
古
名
「
あ
な
た
」
は
向
こ
う
等
の
意
だ

そ
う
で
す
。
展
示
史
料
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
情

報
が
欠
落
し
史
料
も
た
わ
ん
で
し
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
み
る
に
つ
け
河
野
の
生

誕
1
6
0
年
、
ま
た
資
料
館
開
館
45
周
年
の

節
目
を
控
え
、
図
書
館
と
同
程
度
に
は
歴
史

民
俗
資
料
館
も
見
直
す
時
期
を
迎
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
資
料
館
で
は
ま
だ
企

画
展
を
開
催
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も

し
初
の
企
画
展
が
あ
れ
ば
「
河
野
齢
蔵
と
白

馬
」
の
名
を
冠
し
て
も
笑
わ
れ
な
い
だ
け
の

確
か
な
歴
史
的
背
景
と
厚
み
を
白
馬
と
い
う

地
域
は
既
に
持
っ
て
い
ま
す
。
登
山
や
高
山

植
物
に
一
過
言
あ
る
方
々
は
村
内
に
多
い
で

す
か
ら
実
現
す
る
の
は
意
外
と
早
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
は
つ
ゆ
き
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
3

日
前
に
白
馬
の
里
に
も
雪
が
降
り

積
も
り
、こ
の
時
期
ら
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
第
11
回
は
つ
ゆ
き
コ
ン
サ
ー

ト
を
12
月
6
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
白
馬
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

か
ら
始
ま
り
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

ピ
ア
ノ
独
奏
、フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ

の
デ
ュ
オ
、ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス
と

ピ
ア
ノ
の
デ
ュ
オ
、声
楽
と
ピ
ア
ノ

の
デ
ュ
オ
の
７
組
に
よ
る
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、地
域
に
ゆ

か
り
の
あ
る
演
奏
家
の
演
奏
機
会

と
地
域
住
民
が
音
楽
に
触
れ
る
機

会
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。出
演
し
た
演
奏
家
の
皆

さ
ん
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ

て
地
域
の
文
化
芸
術
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。音
楽
の
力
で
地

域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
白
馬
村
公
民
館
と
子
ど
も
会
育

成
会
連
絡
協
議
会
で
は
、12
月
14
日

に
協
和
ウ
イ
ン
グ
白
馬
文
化
ホ
ー

ル
で
25
回
目
と
な
る「
こ
～
み
ん
ま

ま
＆
ぱ
ぱ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
手
作
り
感
と
温
か
さ
が
あ
る
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
と

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
声
で
一
緒

に
歌
っ
た
り
、踊
っ
た
り
。会
場
を

暗
く
し
て
の
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
が
始
ま
る
と
、賑
や
か
だ
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
静
か
に
な
り
は

じ
め
ま
す
。暗
闇
か
ら
蛍
光
色
の
絵

人
形
が
色
鮮
や
か
に
浮
か
び
あ
が
り
、

幻
想
的
な
世
界
に
包
ま
れ
な
が
ら

お
話
と
歌
が
進
み
、静
か
な
感
動
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。最
後
は
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
、楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

ま
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

第11回はつゆきコンサート

こ～みんまま＆ぱぱクリスマスパネルシアター

シリーズ②　忘れられた名望家　「植物学者と白馬」　（文：木曽寿紀）

白馬の大雪渓と咲き乱れる高山植物(大正頃)

歴史民俗資料館に展示される 
河野齢蔵関係史料
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〇休館のお知らせ

〇蔵書点検のボランティア募集

図書館だより
No.289

令和8年1月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時から18時

書　　名 著者名

あの、ここどうぞ。 くすのき　しげのり/作
かいけつゾロリニセゾロリあらわる！！ 原　ゆたか/さく・え
色のひみつ図鑑　キッズペディア 橋本　実千代/監修
動物と仕事がしたい！　あこがれの職業から知る人ぞ知る職業まで 河出書房新社/編集

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
たとえば孤独という名の嘘 誉田　哲也
成瀬は都を駆け抜ける 宮島　未奈
百十三代目の司書見習い スチュアート・ウィルソン
変な地図　あなたには、この古地図の「謎」が、解けますか？ 雨穴
私が投資したNISA・iDeCoのお金、このままで大丈夫？ 塚本　俊太郎
面接の教科書これさえあれば。「合格の法則」がここにある 坂本　直文/監修
音楽と科学　心地よくひびく和音の秘密とは
子どもの困ったクセが消える触覚の育て方 上野　清香

【一般・郷土】
〇新着案内

『侍タイムスリッパー』
安田　淳一/原作　佐野　晶/著

（KADOKAWA）

『丸シール遊びBOOK
シール1枚で無限大!』

すーたろうママ／著（ワニブックス）

『おうちで飼える！
恐竜・古生物図鑑』

土屋 健/著  群馬県立自然史博物館/古生物監修
田向 健一/飼育監修  ツク之助/絵　（幻冬舎）

『感じてみよう時間の長さ
1分から100年まで』

レイチェル・ウィリアムズ/文　レオニー・ロード/絵
竹内 薫／監修　竹内 さなみ／訳 （ほるぷ出版）

2008年、大家族アブドゥルラティーフ一家
と出会い、砂漠をルーツとする彼らの伝統文
化や暮らしに魅せられた著者。2011年以降、
シリアは民主化運動の拡大と、アサド政権の
武力弾圧に端を発し、しだいに内戦へと転じ
ていく。一家の六男サーメルが秘密警察に逮
捕され、徴兵された十二男のラドワンは、民
衆に銃を向ける軍に耐えられず脱走した。難
民となったラドワンと再会し、結婚した著者
が、激動のシリアと、そこに生きる等身大の
人々の姿を描いたノンフィクション。

内容紹介

『シリアの家族』
小松 由佳/著（集英社）

今
月
の

　お
す
す
め
本

幕末の京都から、現代の時代劇撮影
所にタイムスリップした会津藩士・
高坂新左衛門。歴史の変化に愕然と
しながらも、武士の誇りを胸に、ス
クリーンの斬られ役として、第二の
人生をスタートさせ…。その懸命に
生き抜こうとする姿に、多くの人が
感動を覚えた映画のノベライズ。

雑誌名 特　集

NHKすてきにハンドメイド2026年1月号 幸せを呼ぶ 手作り始め
Sports Graphic Number  1136号 W杯優勝のための5つのメソッド

【雑誌】

「子供部屋同盟」があなたの復讐、
請け負います。パワハラ上司を成敗
するため、ダークウェブに潜む復讐
代行組織に接触した会社員の太一。
対価は、動機のレポートを提出する
だけ…。社会から冷遇された「子供
部屋おじさん」たちが、歪んだ正義
を振りかざすエンタメ小説。

『子供部屋同盟
Revenge Agency System』

高橋　弘希/著　（東洋経済新報社）

令和8年2月12日（木曜日）から
令和8年2月15日（日曜日）まで
蔵書点検のため、休館します。

期間：令和8年2月上旬から
	 令和8年2月15日（日曜日）まで

詳しくは白馬村図書館へお問合せいただくか、白馬
村行政公式ホームページをご覧ください。

動物や食べ物、季節の飾り、シール
１枚から作れるモチーフは無限大！
そのまま貼ったり、重ねたり、絵を
かいたり、切ったりして、立体作
品も作れます。100円ショップの丸
シールで作れる、500点以上のアイ
デアが紹介されています。

エサの種類、サイズ、性格など、「もし
も自宅で恐竜や古生物を飼うとしたら」
と、空想しながら楽しく読めるペット
図鑑。手のひらサイズのかわいい恐竜、
庭に穴を掘りまくる恐竜など、リアルな
生態も書かれています。あなたのお家
にぴったりな恐竜・古生物をみつけよう！

１分は、心臓の鼓動が60～100回うつ長さ。
１か月は、月が形を変える満ち欠けの長さ。
ではひと冬は？１年は？それぞれの時間に
どんなことが起こっているのか、やさしい
絵と言葉で紹介しています。じっくり読ん
で、時間をかけて答えを見つけてほしい、
そんな作者の願いがこもった絵本です。
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
  1月22日 木曜日 1歳半健診 令和6年3月から7月生
  1月26日 月曜日 理学療法（PT）相談 予約制
  1月27日 火曜日 2歳相談 令和5年11月から12月生
  2月  4日 水曜日 よちよち相談 令和6年9月から12月生
  2月  4日 水曜日 ぴよぴよ教室 令和7年8月から11月生 
  2月10日 火曜日 前期乳児健診 令和7年8月生
  2月10日 火曜日 後期乳児健診 令和7年3月生
  2月17日 火曜日 3歳健診 令和4年10月から令和5年1月生
  2月18日 水曜日 もぐもぐ相談 令和7年7月生
  2月24日 火曜日 理学療法(PT)相談 予約制

保健ガイド　1月から 2月

19日から翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
  2月  6日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
  2月20日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

  1月27日（火曜日）
10時から15時まで 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
  2月24日（火曜日）

※電話でご予約ください（匿名可）。相談時間は1人30分程度です。

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

3月10日（火曜日） 13時から15時まで 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

2月10日（火曜日） 13時から15時まで
白馬保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

金
カナエダ

枝　真
マ サ ヒ ロ

佐尋　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■ 子育て支援ルーム

【なかよし広場のお知らせ】
☆なかよし広場は、白馬村保健福祉ふれあいセンター内（3 階）に移転しました。ぜひ親子でお気軽にお越しください。
※月曜日から金曜日　午前 9 時 30 分から 12 時（土曜日、日曜日、祝日は、休館日です）
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※イベントの予約は子育て支援ルームに連絡ください。
※行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村公式 LINE に掲載します。
☆白馬村公式 LINE の事前登録をお勧めします。
　お問合せ　白馬村子育て支援ルーム（子育て支援課）　電話：080-6930-1518（移転期間中は、携帯電話へご連絡ください）

月　日 曜　日 事業名 対　象 時　間
 1月28日 水曜日 このゆびとまれ（保育士と一緒に遊ぼう） 未就園児親子 11時から
 2月13日 金曜日 読み聞かせおはなし会 未就園児親子 11時15分から
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人口：9,751 人　男：4,986 人　女：4,765 人　世帯：5,678 世帯
（令和 8年 1月 1日現在）

1
2026
vol.592

編集後記
新年あけましておめでとうございます。2026年の幕開けは白馬村出身の花岡寿哉選手の箱根駅伝の力走の様
子を表紙に選定しました。花岡選手が全国トップレベルの選手が走る花の2区をチームの主将として、最後まで
力強く走る姿は私たち村民だけでなく、多くの人に感動を与えたのではないでしょうか。
また、今年はミラノ・コルティナ2026冬季オリンピックが開催されます。白馬村出身の渡部暁斗選手は今大
会での引退を表明しています。渡部暁斗選手の最後の雄姿や白馬村出身の選手の活躍をぜひご覧ください。
� （広報編集担当：横川）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日 8 時 30 分～17 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数2,003人
（令和7年12月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

2026 年 くじらの博物館のお正月
2026年1月1日（木）～7日（水）の間、お正月イベ
ントを開催しました。
「くじらの博物館のお年玉」では2つの条件をク
リアするともらえる、お正月イベント限定デザイン
缶バッチのプレゼントや、お正月イベント限定商品
が当たる「福みくじ」を販売する等、楽しいイベン
トが盛りだくさんで、多くのお客様にお越しいただ
きました。

河津町長選挙大川氏初当選
任期満了に伴う河津町長選挙が11月11日に告
示され、無投票により大川良樹氏の初当選が決ま
りました。任期は11月26日から４年間です。11
月17日には当選証書授与式が議場で行われ、土屋
常平選挙管理委員長から大川氏に当選証書が手渡
されました。初登庁日となる11月26日には職員
へ向けて「前例踏襲ではなく、創意と工夫を凝らし、
チャレンジして欲しい」と訓示を述べました。

広告募集中 広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています ＊お問合せ 白馬村役場総務課

当選証書を受け取る大川氏
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